
平 成 2 7 年 2 月 2 0 日 

株式会社日本政策金融公庫 

 

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）は、全国の高校生を対象にしたビジネスプランコンテス

ト「第３回  創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」を開催します。 

 エントリー受付は平成27年７月１日（水）から９月18日（金）まで、最終審査会は平成28年 

１月10日（日）東京大学において開催します。 
 

 前回は207校（1,717件）の応募があり、平成27年１月に行われた最終審査会では、白熱したプ

レゼンテーションが繰り広げられ、愛知県立五条高等学校 の「バタフライエフェクト～あなたの

１円が世界を救う～」がグランプリを獲得し、多くのメディアからも注目をいただきました。 
 

 前回１４８校の高校に実施し、好評を得た「出張授業」を今回も実施します。「出張授業」は、

全国の希望する高校に、日本公庫の創業支援担当の専門職員が訪問し、無料でビジネスプランの

作成をサポートするものです。また、今回は大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）提供サイト

「ｇａｃｃｏ（ガッコ）」（ http://gacco.org/ ）と連携し、本グランプリ推奨講座「ビジネスプ

ランをつくってみよう」の開講を予定しており、高校生へのサポートを更に充実させます。 
 

日本公庫は、起業を増やし、活力溢れる日本を創っていくために、これからも「自ら考え、行

動する力」を育む、「起業教育」の推進に取り組んでいきます。 
 

【開催概要】 

名称 「第３回 創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」 

募集内容  

若者ならではの自由な発想や創造力を活かした次のプラン 

・人々の生活や世の中の仕組みをより良いものに変えるビジネスプラン 
・地域の課題や環境問題などの社会的な課題を解決するビジネスプラン 

応募資格  全国の高校（中等教育学校後期課程を含む）の生徒からなるグループまたは個人  

サポート  
希望する高校向けに「出張授業」「オンライン講座」を無料で実施し、プラン作成
をサポート 

スケジュール  

平成27年４月     
      ７月１日（水） 

９月18日（金） 
 10月16日（金） 

11月下旬～12月上旬  

出張授業開始 
エントリー開始 
エントリーシート提出期限     
ビジネスプランシート提出期限   
ファイナリスト10組決定 

最終審査会  

（日程）  平成28年１月10日（日） 

（場所）  東京大学伊藤謝恩ホール （東京大学本郷キャンパス内） 

（表彰）  グランプリ、準グランプリ、審査員特別賞等を授与  
 
 

 

「第３回  創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」を開催 

ニュースリリース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考１）前回開催結果 

（参考２）高校生へのサポート内容 

リアル授業×ネット授業で高校生をフルサポート 

「ｇａｃｃｏ」によるオンライン講座 
 

講座名 「ビジネスプランをつくってみよう」 

開講時期 

① 27 年６月２日～（※7/27 まで受講登録可） 

② 27 年８月４日～（※9/28 まで受講登録可） 

※一度受講登録頂ければ、当面視聴いただけます。 

視聴時間 １週６０分×５週 

担当講師 武蔵大学 高橋 徳行 教授 

講座特徴 
・身近な事例を豊富に用いた分かりやすい内容 

・自ら学習できるようにワークも準備 

 

 

 

 

高校に訪問しての出張授業 

【授業イメージ：２～３コマを想定】 

基礎編（アイデアの発想法など） 

実践編（マーケティングなど） 

作成プランのブラッシュアップ 

「第２回 創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」開催結果 

【最終審査結果】（平成 27 年 1 月 11 日 東京大学伊藤謝恩ホール） 

受賞  高校名  プランタイトル  

グランプリ  愛知県立五条高等学校 バタフライエフェクト～あなたの 1 円が世界を救う～ 

準グランプリ  静岡県立静岡農業高等学校 松葉から生まれる新産業システム 

審査員特別賞  

宮城県農業高等学校 
最新ＡＲグラス観光で雇用を創出！ 

～侍の力で歴史を体感！咲かせよう白石の城下町～ 

岡山県立倉敷鷲羽高等学校 
つなぐハウス  

～New ライフ，New コネクト！～ 

香川県立高松工芸高等学校 
香川の漆ＰＲプロジェクト『麗漆社（うるわししゃ）』 

～うどん県からうるし県へ！～ 

※上記のほか、千葉県立千葉商業高等学校、同志社国際高等学校、京都府立桂高等学校、福岡県立福岡
工業高等学校、沖縄県立中部農林高等学校の５校が優秀賞を受賞 

【後援】財務省、文部科学省、農林水産省、厚生労働省、経済産業省、沖縄振興開発金融公庫、日本商工会議所、
全国商工会連合会、公益財団法人全国商業高等学校協会、公益財団法人産業教育振興中央会、株式会社日
本取引所グループ、一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター 

グランプリを受賞した五条高校 

プレゼンの様子（宮城県農業高校） 

○ ビジネスというと非常に冷たく固いイメージを抱いていたが、成功する

ビジネスには相手を思いやり、相手の不満を解消しようという非常に温

かい心があることに気付いた。 

○ この大会が教えてくれたこと、それはプランを考えるということは地元

を知り、課題を認識して、どのように地域と関わっていけるかというこ

とでした。 

どのようにして地域と関わつていけるかということでした 

応募高校生の声 

※プレゼンテーションの様子については、公庫ＨＰ（http://www.jfc.go.jp/）で動画がご覧になれます。 

○ 社会問題をビジネスを通じて解決するという新しい視点を生徒たちと

共有できたことが、大きな収穫だったと思います。 

○ 企画書の作成やそれに伴う実態把握のためのアンケート調査等のフィ

ールドワークを通じ、実践的な問題解決能力を養うことができました。 

教員の声 

エントリー総数 207 校【1,717 件】 
（第１回は 151 校【1,546 件】） 

出張授業実施先 148 校 
（第１回は 82 校） 

リアル授業 ネット授業 

http://www.jfc.go.jp/

